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0割 1割 2割 3割 4割 5割 6割 7割 8割 9割 10割 わからない 平均
総数 17.0 3.4 2.9 3.4 2.6 5.3 2.8 3.6 3.1 3.4 45.5  7.0 6.5割
55～59歳 68.6 1.6 1.6 1.4 0.3 2.7 0.8 1.1 0.8 0.5  5.2 15.3 1.2割
60歳以上  7.9 3.8 3.1 3.7 3.0 5.7 3.2 4.0 3.5 3.9 52.6  5.5 7.4割
出所）平成23年度高齢者の経済生活に関する意識調査結果1）より抜粋 （単位：%）
表２　加入・納付字義務に関する周知度（20～59歳）
総数 第1号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者
総数 94.0 91.3 95.2 57.4
20～29歳 88.6 86.2 90.4 45.6
30～39歳 94.5 90.9 95.7 53.2
40～49歳 95.8 93.9 96.7 57.1

















































































































久保和華12） 大学生 2006.10 大学生の国民年金に対する意識を調査する
佐々木一郎13） 大学生 2003.11 国民年金未加入行動に影響する要因を明らかにする
佐々木一郎14） 20-60代の男女 2010.8 年金教育需要に影響する要因を明らかにする
佐々木一郎15） 20-69歳の男女 2010.8 人々の年金意識や年金ニーズを分析する
佐々木一郎16） 20-60代の男女 2010.8 年金制度が幸福度に及ぼす影響を分析する
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